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 「生理の貧困」について取り上げ、困っている方に生理用品を市

役所の窓口で配ったり学校のトイレに置いたりできないかと質問

をしました。社協へ生活困窮で相談に来た方や学校で申し出た児

童、生徒に生理用品を配布することになっているとのうれしい回答

でした。今後はトイレットペーパーと同じように 

トイレに生理用品が置いてあるのが当たり前にな 

るようにしたいと要望しました。 

 

保育園の入所基準と環境整備について 

育休退園については、せっかく慣れた保育園を途中で退園するの

は、子ども本人や周りの子どもたちの安定にマイナスになり、産休

明けの保護者にとっても体力的にきびしく、子育ての相談する場所

が失われるなどで、退園を無くすことができないかと質問しまし

た。３歳未満児の入所希望者が多いので、就労中の方を優先すると

の回答でした。  

6月定例会に、市内在住の女性から「選択的夫婦別姓制度の導

入を国に求める請願書」が提出されました。愛知県内で初めて、

男女共同参画都市を宣言した江南市の議会として、国に積極的な

取り組みを求める意見書を提出してほしいとの内容でした。（党議

員団2人が紹介議員でしたが、ともに総務委員会の所属ではないため傍聴

席で審議を見守りました） 

22日、総務委員会で審議の結果、請願は継続審査となりまし

た。請願者が堂々と意見陳述された後、各委員が意見を述べまし

た。 

「反対理由は1ミリもない。多様な生き方を保障するため、選

択できる別姓制度は時代の要請だ」「夫婦同姓を強制している国

は、世界中で今や日本だけで遅れている」など請願に賛成の意

見表明が3人の委員からあった一方、「日本の伝統、家庭を守

ることが大切。夫婦別性だと子どもが被害をこうむるので反

対」「男女共同参画と夫婦別性は別物。さらに勉強したいので

態度を保留したい」などの委員が3人でした。 

請願を継続審査とすることに賛否同数となり、委員長（公明

党・石原議員）判断で継続審査が決まりました。あと一歩で採

択だっただけに9月議会では、ぜひ採択してほしいものです。 

少し前であれば、簡単に否決されたかもしれない「選択的夫

婦別姓の導入」。今回請願が採択されなかったのは残念なこと

でしたが、時代の急激な変化が実感できました。 

  

 

公共施設の使用料や住

民票などの交付手数料を

5年ごとに見直す計画

が、動き出しました。市

は2022年4月からの

値上げを発表。9月定例

会に議案を提出するとし

ています。 

 市民の反対を押し切っ

て強行された2017年度の改定では、無料施設の有料化や有

料施設の値上げで、市民生活やサークル活動に大きな影響が出

ました。コロナ禍の中でさらに値上げすれば市民活動がいっそ

う制限されることになります。声を集めて止めさせましょう。 

 

有料施設の原価に関する受益者負担率 

値上げ前→2017年→2022年予定→2027年予定 

6月10日、コロナ感染防止のため行進はせず、市役所交差

点で横断幕を掲げてスタンディング。代表10人が教育長から

激励の挨拶を受けた後、簡単な集会を屋外で開きました。   

5500羽もの折り鶴や「日本政府は核兵器禁止条約に署名、

批准を」求める署名や募金が行進団に託されました。 

まだ和式トイレが園児用も職員 

用もいくつかあるので早急に洋式 

にするよう要望しました。 

 

学童保育の充実と手数料負担軽減を 

処遇改善事業を活用し学童保育支援員の時給を上げ、学童保

育の質の向上を図れないかと質問しましたが、他の職種とのバ

ランスもあり、この事業を使う予定はないとの回答でした。 

手数料が2016年度の月2,500円から３年間で4,000円

（８月は 6,000 円）に大幅な値上げとなっているので、第２

子の減免、第３子の無料化ができないかと質問しました。700

万円ほどの財源確保が困難とのことでしたので、160 万円で

できる第３子の半額減免だけでもまず実現できるようにと要

望しました。  

＊掛布まち子議員の一般質問は次号に掲載する予定です。 
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